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  当該意見募集に関しまして、今回このような意見募集の機会を設けていただいたこ

とに、厚く御礼申し上げます。 

  「特定ラジオマイクの高度化に向けた技術的条件（案）」に対する意見募集に関し、

別紙のとおり意見を提出します。 

尚、問い合わせ等は、下記連絡先で対応致しますので、宜しくお願い致します。 

 

 

（連絡先） 

ソフトバンクモバイル株式会社  ---------  

----------------------- 

------------------------------ 



別紙 
 

意見書 

 
弊社は、特定ラジオマイクの高度化（デジタル化）に向けた本技術的条件（案）について

基本的に賛同致します。 
但し、現在の周波数割当計画ではデジタル方式特定ラジオマイクと放送用中継装置

（FPU）は、周波数を共用していますが、使用する周波数幅については将来のFPUの効率

化を考慮し対応するべきであり、特定ラジオマイクとFPUは同じ周波数幅ではなく、別々

に利用周波数幅を設定することが周波数の有効利用につながると考えます。従って、本技

術的条件を導入することによって、特定ラジオマイクの高度化による周波数狭帯域化を図

るべきであると考えます。 
また800MHz帯の有効利用は今後ともますます必要であり、FPU及びデジタルマイクと

も、周波数利用効率の向上技術の採用、他の周波数帯域での利用の可能性を含めた検討を

さらに積極的に行い、周波数の逼迫が懸念される携帯電話での利用を図るべきであると考

えます。 
 

以上 


